
(1)正 月 号 神 道 の 友 令和 2年 1月 1日

私
は
最
近
人
生
の
引
き
寄
せ
に

つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
幸
福
に
感
じ
る
生
活
を
送

っ
て
い
る
人
は
、
過
去
に
今
の

幸
福
を
願
い
、
実
現
を
強
く
思

い
描
い
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

又
、
現
在
不
幸
を
感
じ
る
生
活

を
送

っ
て
い
る
人
は
、
過
去
に

不
幸
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
ょ
う

と
、
思
い
悩
み
恐
れ
て
、
前
向

寄
　
せ

』

管

長

菊

池

重

敏

き
の
心
を
持
て
ず
に
い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

言
葉
に
は
魂
が
宿
り
ま
す
。
病

気
に
な

っ
た
ら
ど
う
し
ょ
う
、

病
気
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う
に
と

強
く
願
い
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
回
に
出
す
こ
と
に
よ

っ
て
、

宇
宙
の
法
則
は
、

「病
気
」
と
い

う
思
い
や
言
葉
に
反
応
し
て
、

「

病
気
」
を
引
き
寄
せ
て
し
ま
う

の
で
す
。

で
す
か
ら
、
病
気
と
い
う
マ
イ

ナ
ス
の
悪
い
言
葉
は
使
わ
な
い

よ
う
に
心
掛
け
て
、
良
い
言
葉
、

明
る
い
言
葉
を
言
い
、
良
い
思

い
を
念
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

運
気
が
好
転
し
て
く
る
の
で
す
。

例
え
ば
、
病
気
を
恐
れ
て
病
気

に
な
り
ま
せ
ん
よ
う
に
、
で
は

な
く
、
い
つ
も
元
気
で
過
ご
せ

ま
す
よ
う
に
と
、
念
ず
る
の
で

す
。
す
る
と
、
「元
気
」
を
引

き
寄
せ
ら
れ
る
の
で
す
。

心
に
何
を
描
く
の
か
、
ど
ん
な

思
い
を
持
ち
、
ど
ん
な
言
葉
を

発
す
る
の
か
、
ど
ん
な
姿
勢
で

生
き
る
の
か
、
そ
れ
こ
そ
が
人

生
を
決
め
る
最
も
大
切
な
要
因

と
な

っ
て
く
る
の
で
す
。

人
生
の
全
て
は
、
自
分
の
心
が

映
し
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
自

分
の
心
が
引
き
寄
せ
た
も
の
な

の
で
す
。

ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
と
い
う

こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
心
を
も

つ
か
と
言
う
事
で
、
心
に
何
を

描
く
か
が
、
ど
の
よ
う
な
人
生

を
歩
む
か
を
決
定
す
る
の
で
す
。

し
か
し
、
充
実
し
た
素
晴
ら
し

い
人
生
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
充
実
し
た
素
晴
ら
し
い
人

生
と
は
、
自
分
の
為
に
で
は
無

く
、
誰
か
の
為
に
自
分
を
差
し

出
す

「利
他
」
の
人
生
で
す
。

そ
こ
に
お
い
て
の
み
、
「真
我
」

の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。

最
も
崇
高
で
美
し
い
心
は
、
他

者
を
思
い
や
る
や
さ
し
い
心
、

時
に
は
自
ら
を
も
犠
牲
に
し
て

で
も
他
の
た
め
に
尽
く
そ
う
と

願
う

「利
他
」
の
心
で
す
。

「利
他
」
の
心
に
裏
打
ち
さ
れ

て
こ
そ
揺
る
ぎ
な
い
強
固
な

「

真
我
」
の
心
と
な
る
の
で
す
。

人
の
心
の
奥
に
は

「魂
」
が
あ

り
、
更
に
奥
深
く
、
核
心
と
も

い
う
べ
き
部
分
に

「真
我
」
が

あ
り
、
最
も
純
粋
で
最
も
美
し

い
心
の
領
域
で
す
。

我
々
は
神
の
子
で
す
。
神
か
ら

戴
い
た
心
が

「真
我
」
な
の
で

す
。
知
性

・
感
性

。
本
能
と
い

っ
た
心
を
我
々
は
幾
重
に
も
ま

と
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
奥
底
に

「真
我
」
が
あ
る
の
で
す
。

「真
我
」
は
宇
宙
の
心
で
あ
り
、

神
の
心
で
す
。
神
の
心
は
全
て

の
も
の
を
幸
せ
に
導
き
、
と
ど

ま
る
こ
と
な
く
、
成
長
発
展
さ

せ
よ
う
と
す
る
愛
の
心
で
す
。

全
て
を
良
い
方
向

へ
と
導
こ
う

と
す
る
よ
き
思
い
、
他
を
幸
せ

に
し
ょ
う
と
す
る
美
し
い
心
を

も
つ
と
き
、
「宇
宙
の
心
」
「神

の
心
」
と
同
調
共
鳴
し
て
、
自

ず
と
物
事
が
よ
い
方
向

へ
と
導

か
れ
る
の
で
す
。

人
生
の
目
的
は
、
ま
ず
第

一
に

心
を
高
め
る
こ
と
、
魂
を
磨
く

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

日
々
の
仕
事
に
真
摯
に
取
り
組

み
、
懸
命
に
努
力
を
重
ね
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
心
は

自
ず
と
研
磨
さ
れ
、
人
格
は
高

め
ら
れ
、
よ
り
立
派
な
魂
へ
と

成
長
し
て
い
く
の
で
す
。

「利
他
の
心
」
を
も
つ
か
ら
こ

そ
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

人
生
の
幸

。
不
幸
は
、
人
生
が

終
結
す
る
間
際
ま
で
分
か
ら
な

い
と
い
い
ま
す
。
今
、
幸
福
を

感
じ
て
い
る
人
は
、
幸
福
が
い

つ
ま
で
も
続
く
よ
う
に
努
力
し

ま
し
ょ
う
。
今
、
不
幸
を
感
じ

て
い
る
人
は
、
日
々
を
明
る
く
、

前
向
き
に
生
き
る
よ
う
努
力
し

ま
し
ょ
う
。
必
ず
開
運
が
お
と

ず
れ
、
幸
福
を
感
じ
ら
れ
る
日

々
が
や
っ
て
来
ま
す
。

全
て
は
、
「心
に
始
ま
り
、
心

に
終
わ
る
」
の
で
す
。

究
極
の
引
き
寄
せ
の
極
意
で
す
。
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令和 2年 1月 1日 神 道 の 友 正 月 号 (2)

秋
孝
例
人
奈
で
雑
恩
感
謝
の
試
を
棒
ぐ

今
上
陛
下
が
御
即
位
さ
れ
、
元

号
が
令
和
と
改
元
さ
れ
て
初
の

大
祭
を
十
月
二
十

一
日

（月
）

好
天
に
恵
ま
れ
清
々
し
き
そ
よ

風
の
吹
く
中
、
午
前
十
時
よ
り

霊
殿
祭
、
午
後

一
時
よ
り
本
殿

祭
が
大
勢
の
全
国
教
師
、
教
信

徒
の
参
列
の
も
と
盛
大
に
斎
行

さ
れ
た
。

霊
殿
祭
で
は
、
総
裁
宮
を
始
め

歴
代
管
長
公
、
御
報
斎
さ
れ
て

い
る
御
霊
等
、
特
に
十
月
祥
月

御
命
日
の
各
御
霊
方
に
豊
穣
な

る
神
餞
を
供
え
、
浦
安
の
舞
や

神
教
歌
な
ど
慰
霊
の
祭
典
を
尽

く
し
安
寧
を
祈
願
し
た
。

昼
の
体
憩
を
入
れ
、　
一
時
よ
り

本
殿
祭
が
斎
行
さ
れ
、
同
じ
く

海
山
川
野
の
秋
の
実
り
と
全
国

教
師
信
徒
の
至
誠
な
る
新
し
い

御
幣
、　
一
同
の
幣
畠
料
が
供
進

せ
ら
れ
、
斎
主
が
秋
季
大
祭
祝

詞
を
奏
上
し
大
神

へ
の
報
恩
感

謝
と
、
作
物
の
恵
み
を
お
与
え

戴
い
た
御
礼
と
と
も
に
更
な
る

守
護
を
祈
念
し
た
。
浦
安
の
舞

の
奉
奏
、
大
祓
詞

・
四
大
信
條

を
奉
唱
し
、
参
列
者
代
表
の
直

属
教
師
永
山
和
洋
師
が
感
謝
の

詞
を
奉
読
さ
れ
た
。

各
自
が
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
し
、

撤
供
の
後
、
斎
主

一
拝
し
て
祭

儀
を
終
え
た
。
引
き
続
き
三
條

の
教
憲
が
管
長
よ
り
宣
ら
れ
、

一
同
応
答
し
国
歌
と
教
歌
を
斉

唱
、
管
長
よ
り
参
集
の
御
礼
と

講
話
が
さ
れ
た
。

全
て
終
了
の
後
は
、
弥
栄
殿
に

て
直
会
と
な
り
、
管
長
よ
り
福

引
の
記
念
品
が
当
選
さ
れ
た
方

に
配
ら
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
と

賑
や
か
に
夕
刻
ま
で
懇
親
が
続

い
た
ｃ
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【北
海
道
】
札
幌
八
幡
宮
菊
池

重
敏
　
村
木
牧
子
　
澤
本
和
子

中
林
絹
子
　
牧
野
は
る
み

【宮

城
県
】
あ
か
つ
き
仙
台
分
教
会

堀
川
秀
夫

【山
形
県
】
出
雲
太

神
社
菊
地
元
宏
　
菊
地
康
倫

清
光
院
小
教
会
多
田
悦
子

【新

潟
県
】
諸
橋
美
穂

【福
島
県
】

永
山
和
洋

【茨
城
県
】
大
熊
満

【群
馬
県
】
大
神
祖
神
社
森
田

欣
次

【埼
玉
県
】
木
曽
御
嶽
川

越
大
教
会
山
崎
真
理
　
伊
藤
み

代
　
黒
田
恵
理
　
伊
藤
大
貴

天
神
大
教
会
冨
田
信
太
郎
　
深

田
神
社
和
田
直
樹
　
岩
上
直
樹

大
谷
忠
平

。
雅
楽
天
神
会

【千

葉
県
】
大
和
八
幡
神
社
橋
村
美

樹
天
明
道
心
小
教
会
宮
崎
日
出

男
宮
崎
初
枝
　
天
明
道
心
小
教

会
信
者
六
名
　
齊
藤
均
　
石
平

久
代
　
横
山
照
美
　
臼
井
正
人

松
田
敏
美

【東
京
都
】
石
大
神

宮

・
飯
井
宮
再
興
祭
祀
天
興
大

教
会
小
林
宗
朝
　
栄
珠
稲
荷
神

社
永
井
栄
子
　
森
田
瑞
穂
　
花

咲
稲
荷
神
社
佐
々
木
亮
　
良
和

神
社
宮
内
康
　
平
野
希
久
代

平
野
静
子
　
丼
上
象
英
　
福
谷

比
砂
　
金
田
英
仙
郎
　
葵
拡
夢

）

南
算
町
会
木
原
桂
子
　
平
野
多

可
子
　
伊
藤
由
香
　
漬
名
弘
子

田
中
君
枝

【神
奈
川
県
】
不
二

中
教
会
柊
沢
覚
　
山
本
興

一

松
野
昭
男
　
相
田
佳
代

【岐
阜

県
】
］県
中
神
社
若
森
正
仁
　
若

森
正
道
　
関
谷
正
弘
　
若
森
真

澄
　
林
日
奈
子
　
北
川
め
ぐ
み

【愛
知
県
】
桃
太
郎
神
社
若
森

治
彦

【滋
賀
県
】
滋
賀
米
原
小

教
会
吉
田
善
賞

【奈
良
県
】
岡

本
忠
宣

【福
岡
県
】
扇
森
稲
荷

神
社
長
元
祥
泰

【鹿
児
島
県
】

加
治
木
霧
島
小
教
会
寺
師
秀
孝

寺
師
夫
人
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札
幌
八
幡
宮
菊
池
重
敏
　
函
館

敬
神
大
教
会
工
藤
隆
三
　
石
神

神
社
小
野
光
廣
　
石
神
神
社
教

師

一
同
　
』県
中
神
社
若
森
正
道

若
森
真
澄
　
中
村
友
香
　
あ
か

つ
き
仙
台
分
教
会
堀
川
秀
夫

辱
徳
中
教
会
古
市
文
江
　
小
川

千
代
子

・
小
川
春
美
　
清
光
院

小
教
会
湯
上
弘
通
　
出
雲
太
神

社
菊
地
元
宏
　
大
神
祖
神
社
森

田
欣
次
　
深
田
神
社
深
田
佳
聖

和
田
直
樹
　
天
明
道
心
小
教
会

宮
崎
日
出
男
　
播
州
自
山
神
社



(3)正 月 号 神 道 の 友 令和 2年 1月 1日

本殿祭 手水の儀 霊殿祭神教歌奉唱を終えて 霊殿祭 浦安の舞奉奏

本 殿祭修 祓大麻行事 斎 主 祭 員 整 列

本殿祭長元祀典長奉幣行事 祭ル●
ヘ

日
め本 献 餞 伝 供

小
畑
教
子
　
扇
森
稲
荷
神
社
長

元
祥
泰
　
高
天
原
神
社
金
丸
タ

カ
子
　
加
治
木
霧
島
小
教
会
寺

師
秀
孝
　
赤
木
彰
子
　
丼
上
象

英
　
國
井
高
子
　
寺
田
勢
鶴
子

。
将
二

・
悠
甫
　
藤
本

ハ
ル

藤
本
陽
子
　
村
木
牧
子
　
松
田

敏
美
　
澤
木
和
子
　
地
主
昇

平
野
静
子
　
東
京
婦
人
会

驚
轟
料
春
纏
鵞

【北
海
道
】
函
館
敬
神
大
教
会

工
藤
隆
三
　
工
藤
賀
子
　
工
藤

超
千
　
工
藤

一
美
　
札
幌
八
幡

宮
菊
池
重
敏
　
日
天
講
社
石
川

澄
子
　
関
根
秀
夫
　
澤
口
廣

原
田
貴
史
　
村
木
牧
子
　
澤
木

博
　
澤
木
和
子
　
飯
島
玲
子

地
主
昇
　
三
浦

ユ
リ
　
三
浦
満

雄
　
藤
田
賢
三
　
中
林
鉄
夫

牧
野
裕
二
　
梅
津

一
夫

【青
森

県
】
石
神
神
社
小
野
光
廣
　
小

野
節
子
　
節
田
志
ノ
武
　
佐
々

木
ヒ
デ
　
郡
川
洋
子
　
横
濱
栄

子
　
小
笠
原
達
雄
　
黒
田

一
二

三

【山
形
県
】
清
光
院
小
教
会

湯
上
弘
通
　
多
田
悦
子
　
山
川

信
利
　
出
雲
太
神
社
菊
地
元
宏

菊
地
康
倫

【宮
城
県
】
あ
か
つ

き
仙
台
分
教
会
　
堀
川
秀
夫

桂
田
安
子
　
桂
田
啓
生
　
桂
田

雅
子
　
桂
田
悟

【福
島
県
】
永

山
和
洋

【茨
城
県
】
大
熊
満

【

栃
木
県
】
出
雲
大
神
像
観
中
教

会
佐
藤
正
美
　
佐
藤
悦
子
　
柴

山
清
　
御
嶽
永
野
中
教
会
永
澤

忠
彦
　
永
澤
正
義
　
歳
徳
神
社

板
倉
進
　
板
倉
百
合
子
　
板
倉

聖
子
　
板
倉
信
之
助
　
高
藤
神

社
坪
山
欣
也
　
坪
山
仁
美
　
坪

山
雅
則
　
鈴
木

一
男
　
福
田
春

光
　
福
冨
信
男
　
飯
塚
ま
ゆ
み

【群
馬
県
】
大
神
祖
神
社
森
田

欣
次

【埼
玉
県
】
木
曽
御
嶽
川

越
大
教
会
山
崎
真
理
　
伊
藤
み

代
　
黒
田
恵
理
　
天
神
大
教
会

冨
田
信
太
郎
　
冨
田
茂
雄
　
田

中
守
　
深
田
神
社
深
田
佳
聖

和
田
直
樹
　
木
下
博
子
　
栗
原

一
弘
　
鈴
木
明
子
　
西
山
昌
男

東
由
加
雄
　
渡
辺
か
ず
子
　
佐

藤
幸
雄
　
士
口
村
秀
子
　
建
沼
道

夫
　
岡
久
和
恵
　
國
井
高
子

岩
上
直
樹
　
大
谷
忠
平

。
雅
楽

天
神
会

【千
葉
県
】
大
和
八
幡

神
社
橋
村
美
樹
　
浦
安
の
舞
同

好
会
　
天
明
道
心
小
教
会
宮
崎

日
出
男
　
宮
崎
初
枝
　
國
井
明

宮
崎
利
幸
　
宮
崎
貞
幸
　
吉
川

カ
ヅ
ヨ
　
稲
葉
静
子
　
金
澤
啓



令和 2年 1月 1日 神 道 の 友 正 月 号 (4)

副斎主大祓詞先導   感謝の詞 永山和洋師 本殿祭斎主・祭員一同

本殿祭 浦安の舞奉奏本殿祭  参列者玉 串奉尖

【祭
員
奉
仕
者

・
敬
称
略
】

斎
主

・
菊
池
重
敏
管
長

副
斎
主

。
長
元
祥
泰
祀
典
長

典
儀

・
森
田
欣
次

祭
員

・
堤
龍

一
郎
、
和
田
直
樹
、

冨
田
信
太
郎
、
大
熊
満
、
菊
地

康
倫
、
小
林
宗
朝
、
若
森
治
彦
、

金
田
英
仙
郎
、
諸
橋
美
穂
、

浦
安
の
舞

。
橋
村
美
樹
、
林
日

奈
子
神
教
歌

・
森
田
瑞
穂
、
多
田
悦

子
、
村
木
牧
子
、
永
井
栄
子
、

若
森
真
澄

伶
人

・
雅
楽
天
神
会

総
合
司
会

・
』県
中
神
社

。
若
森

正
道
御

奉

仕

に
感

謝

致

し

ま

す

こ
の
度
の
秋
季
例
大
祭
斎
行
に

際
し
、
連
日
準
備
と
奉
仕
に
携

わ
れ
た
祭
員
並
び
に
教
師
の
方

々
、
千
葉

・
天
明
道
心
教
会

（宮
崎
日
出
男
教
会
長
）
並
び

に
東
京
婦
人
会
、
青
年
会
各
位

の
多
大
な
る
御
支
援
を
賜
り
、

滞
り
な
く
大
祭
が
斎
行
出
来
ま

し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

光
　
古
宮
茂
雄
　
菅
野

一
男

鈴
木
裕
基
子
　
田
代
玲
子
　
辻

村
豊
春
　
溝
口
孝
恵
　
石
川
昌

幸
　
飯
田
栄
子
　
沖
田
毅
　
沖

田
基
次
　
笠
川

一
男
　
坂
上
東

一　

櫻
井
嘉
津
子
　
鈴
木
孝
雄

田
代
恵
美
子
　
二
宮
義
雄
　
早

川
志
津
江
　
東
千
鶴
子
　
三
浦

知
子
　
山
田
道
子
　
山
元
真

一

山
元
達
好
　
板
垣
仁

一
朗
　
齊

藤
均
　
石
平
久
代
　
横
山
照
美

坂
井
は
る
ひ
　
今
村
滋
　
白
井

光

一　

白
川
貴
朗
　
前
川
征
男

前
川
和
範
　
臼
井
正
人
　
石
川

進
　
池
田
良
穂

【東
京
都
】
石

大
神
宮

・
飯
井
宮
再
興
祭
祀
天

興
大
教
会
小
林
宗
朝
　
小
林
昌

代
　
小
林
晴
比
古
　
天
興
大
教

会
奉
賛
会

一
同
　
天
明
大
教
会

穐
山
博
　
白
ヽ
神
社
品
川
幸
子

品
川

一
夫
　
奥
寺
直
子
　
栄
珠

稲
荷
神
社
永
井
栄
子
　
森
田
瑞

穂
　
良
和
神
社
宮
内
康
　
井
上

象
英
　
太
田
久
　
大
塚
和
彦

島
田
栄
造
　
斎
京
則
子
　
佐
々

木
亮
　
葵
拡
夢
　
金
田
英
仙
郎

福
谷
比
砂
　
日
向
敦
子
　
弓
場

祥
子
　
馬
場
い
さ
　
南
井
町
会

木
原
照
男
　
平
野
多
可
子
　
伊

藤
由
香
　
小
松
原
誠
　
濱
名
弘

子
　
田
中
君
枝

【神
奈
川
県
】

不
二
中
教
会
齋
藤
和
幸
　
柊
沢

覚
　
山
本
興

一　

八
阪
青
山
御

祈
一蒔
所
井
上
直
幸
　
井
上
壽
子

井
上
八
城
　
山
神
宮
勝
亦
健

一

八
坂
宣
教
所
成
井
勇
吉
　
成
井

朝
江
　
成
井
康
雄
　
高
草
木
恒

雄
　
坂
本
八
千
代
　
池
田
美
恵

子
　
鈴
木
啓
司
　
綴
級
司
　
大

野
百
合
子
　
松
野
昭
男
　
宮
崎

紗
伎
　
相
田
佳
代
　
島
田
好
子

戎
野
真
夫

【静
岡
県
】
荒
浪
仁

一
郎

【長
野
県
】
三
井
雅
之

寺
嶋
日
登
美

【新
潟
県
】
島
田

ミ
ネ
　
諸
橋
美
穂

【山
梨
県
】

吉
田
仁
六

【愛
知
県
】
玉
野
御

嶽
神
社
加
藤
剛
之
　
桃
太
郎
神

社
若
森
國
道
　
岡
生
子

【岐
阜

県
】
岐
阜
県
教
師
会
　
］県
中
神

社
若
森
正
仁
　
若
森
正
道
　
関

谷
正
弘
　
若
森
真
澄
　
林
真
太

郎
　
北
川
め
ぐ
み
　
小
川
晴
人

』県
中
神
社
教
師
会
　
導
徳
中
教

会
古
市
文
江
　
古
市
享
　
小
川

千
代
子
　
水
都
神
社
林
千
津

八
幡
天
水
宮
遠
藤
貴
子

【三
重

県
】
森
本
英
明

【滋
賀
県
】
滋

賀
米
原
小
教
会
吉
田
善
賞
　
平

野
希
久
代

・
瑞
代
　
谷
利
繁
則

山
田
綾
乃
　
細
川
源
太
郎
　
藤

密

1護 ||||‐
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(5)正 月 号 神 道 の 友 令和 2年 1月 1日

婦人会による振舞甘酒を戴く参拝者 国歌斉唱 管長 三條の教憲奉読

総監が記念品当たりました 私達も当たりました 私 も当たったよ |

′/´
~磯
i■ヽ

井上象英先生より今年も暦を沢山寄贈されました  まだ福引き当たってない人 ハ～イ | 御満
′
|)1の 管長

力
子
　
金
丸
和
充
　
加
藤
和
代

藤
本
陽
子

【鹿
児
島
県
】
加
治

木
霧
島
小
教
会
寺
師
秀
孝
　
高

田
頼
子

・
宮
子
　
黒
田
茂
賞

明

治

天

皇

御

製

お

の

が

じ

し

つ

と

め

む

わ

ざ

を

お

こ

た

ら

ば

人

と

う

ま

れ

し

か

ひ

や

な

か

ら

む

せ

の
中

の
事

あ

る

時

に

あ

ひ

て

こ

そ

ひ

と

の

力

は

あ

ら

は

れ

に

け

り

本殿祭  終 了後短拍手一拝

・■.

一壼
ｒ
‐

転

´ヽ

本
晴
美
　
八
軒
真
澄
　
高
橋
良

一　

一膝
野
カ
ズ
子
　
遠
藤
デ
ィ

ズ

ヘ
ア
ー
ア
ャ
ノ
　
堂
坂
と
く

山
田
洋
子
　
山
田
清
美

【京
都
・

府
】
堤
龍

一
郎

【兵
庫
県
】
播

州
自
山
神
社
小
畑
教
子

【奈
良

県
】
う
づ
め
大
教
会
木
村
剛
正

國
親
小
教
会
早
川
政
弘
　
大
神

茅
原
小
教
会
坂
口
光
二
郎
　
本

多
光
夫
　
本
多
孝
子
　
本
多
恵

岡
本
忠
宣

【高
知
県
】
高
知
中

教
院
吉
良
祝
人
　
吉
良
羊
子

吉
良
典
世
　
山
本
純
代
　
東
川

真
也

【愛
媛
県
】
木
野
山
中
教

会
野
田
智
子

【福
岡
県
】
扇
森

稲
荷
神
社
長
元
祥
泰
　
笙
口
晃

二
　
後
藤
勇
　
土寸
田
勢
鶴
子

寺
田
絡
二
　
土寸
田
悠
甫
　
永
瀬

幸
子
　
今
村
文
夫
　
三
浦
恒
良

【宮
崎
県
】高
天
原
神
社
金
丸
タ



正 月 号 (6)令和 2年 1月 1日

記念大祭の準備の整った境内

神 道 の 友

管
長
　
菊
池
重
敏

今
上
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し

て
は
、
十

一
月
十
四
日
浄
暗
の

中
、
翌
日
に
掛
け
て
大
嘗
祭
を

御
親
祭
遊
ば
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
御

一
代

一
回
の
国
家

の
重
儀
で
あ
り
、
国
民
こ
ぞ
っ

て
御
祝
い
申
し
上
げ
る
慶
賀
で

ご
ざ
い
ま
す
。

神
道
大
教
と
致
し
ま
し
て
も
御

祝
い
申
し
上
げ
た
く
、
大
嘗
祭

奉
祝
記
念
大
祭
を
十

一
月
二
十

一
日
午
前
十

一
時
よ
り
斎
行
致

し
ま
し
た
。

全
国
よ
り
大
勢
の
教
師
信
徒
、

又
、
御
来
賓
に
は
旧
高
松
宮
付

宮
務
官
佐
藤
進
様
の
御
参
拝
を

賜
り
、
厳
粛
か
つ
盛
大
に
祭
典

を
行
な
い
ま
し
た
。

特
に
今
回
は
、
神
道
総
裁
有
栖

川
宮
職
仁
親
王
の

「令
旨
」
を

奉
読
し

一
同
が
応
答
致
し
ま
し

た
。
記
念
大
祭
終
了
後
、
大
前
に
て

天
明
道
心
教
会
長
宮
崎
日
出
男

先
生
に
大
嘗
祭
奉
祝
記
念
大
祭

に
際
し
、
長
年
の
神
道
大
教

ヘ

の
貢
献
と
此
の
度
の
記
念
事
業

へ
の
多
大
な
る
御
協
賛
に
対
し
、

直
筆
の
感
謝
状
を
贈
呈
致
し
、

続
い
て
、
祀
典
長

・
典
礼
に
大

主
礼
の
称
号
を
授
与
し
、
記
念

昇
級
を
希
望
さ
れ
た
四
十
二
名

を
代
表
し
て
出
雲
太
神
社
禰
宜

の
菊
地
康
倫
師
に
辞
令
を
交
付

致
し
ま
し
た
。

管
長
と
し
て
、
奉
祝
記
念
大
祭

御
参
列
と
御
協
賛
の
御
礼
の
挨

拶
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

会
場
を
御
霊
殿
に
移
し
ま
し
て
、

真
打
の
春
風
亭
柏
枝
師
匠
の
奉

納
落
語
が
披
露
さ
れ
、
巧
妙
な

話
芸
と
伎
芸
に
会
場
は
爆
笑
の

渦
に
満
た
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
岐
阜
県
の
員
中
神
社
様
よ

り
御
奉
納
戴
き
ま
し
た
、
信
者

様
手
作
り
に
よ
る
紅
白
丸
餅
の

【北
海
道
】
札
幌
八
幡
宮
菊
池

重
敏
　
村
木
牧
子
　
博
法
谷
智

敬

【山
形
県
】
出
雲
太
神
社
菊

地
元
宏
　
菊
地
康
倫

【新
潟
県

】
諸
橋
美
穂

【茨
城
県
】
大
熊

満

【群
馬
県
】
大
神
祖
神
社
森

田
欣
次

【埼
玉
県
】
木
曽
御
嶽

川
越
大
教
会
伊
藤
み
代
　
天
神

大
教
会
冨
田
信
太
郎
　
深
田
神

社
和
田
直
樹
　
岩
上
直
樹
　
大

谷
忠
平

。
雅
楽
天
神
会

【千
葉

県
】
大
和
八
幡
神
社
橋
村
美
樹

天
明
道
心
小
教
会
宮
崎
日
出
男

飯
田
栄
子
　
田
代
玲
子
　
古
宮

茂
雄
　
三
浦
知
子
　
山
田
道
子

辻
村
良
子
　
前
川
征
男
齊
藤
均

石
平
久
代
　
横
山
照
美
　
松
田

敏
美

【東
京
都
】
石
大
神
宮

。

飯
井
宮
再
興
祭
祀
天
興
大
教
会

小
林
宗
朝
　
白
髯
神
社
品
川

一

夫
　
栄
珠
稲
荷
神
社
永
井
栄
子

森
田
瑞
穂
　
一化
咲
稲
荷
神
社
佐

々
木
亮
　
良
和
神
社
宮
内
康

井
上
象
英
　
福
谷
比
砂
　
金
田

英
仙
郎
　
葵
拡
夢
　
佐
藤
進

伊
藤
由
香
　
大
関
清
美
　
永
澤

穣
　
今
井
智
子

・
友
人

【神
奈

川
県
】
松
野
昭
男
　
綴
綴
司

【岐
阜
県
】
」県
中
神
社
若
森
正

仁
　
若
森
正
道
　
梶
原
敏
雄

梶
原
千
代
栄
　
所
宗
司
　
若
森

真
澄
　
林
真
太
郎
　
林
日
奈
子

北
川
め
ぐ
み

【愛
知
県
】
桃
太

郎
神
社
若
森
治
彦
　
八
幡
天
水

宮
遠
藤
貴
子
　
飯
田
容
子
　
伊

木
宏
行
　
伊
木
臣
元

【京
都
府
】

堤
龍

一
郎

【奈
良
県
】
岡
本
忠

宣

【高
知
県
】
吉
良
祝
人

【福

岡
県
】
扇
森
稲
荷
神
社
長
元
祥

泰

【宮
崎
県
】
金
丸
タ
カ
子

御

供

物

奉

納

者

廣
瀬
恵
子
　
三
山
宮
宮
田
博
正

』県
中
神
社
　
』県
中
神
社
若
森
正

仁
　
若
森
正
道
　
梶
原
敏
雄

若
森
真
澄
　
導
徳
中
教
会
古
市

文
江
　
出
雲
太
神
社
菊
地
元
宏

大
神
祖
神
社
森
田
欣
次
　
深
田

神
社
深
田
佳
聖
　
和
田
直
樹

天
明
道
心
小
教
会
宮
崎
日
出
男

八
幡
天
水
宮
遠
藤
貴
子
　
扇
森

稲
荷
神
社
長
元
祥
泰
　
高
天
原

神
社
金
丸
タ
カ
子
　
赤
木
彰
子

葵
拡
夢
　
藤
本

ハ
ル
　
藤
本
陽

子
　
諸
橋
孝

・
諸
橋
美
穂
　
松

田
敏
美
　
伊
木
宏
行

幣

吊

料

奉
納

者

【北
海
道
】
函
館
敬
神
大
教
会

_ヽ/

斎主以下祭員祓所へ参進   東京婦人会介添えの手水の儀修祓 の儀
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(7)正 月 号 神 道 の 友 令和 2年 1月 1日

餅
ま
き
が
行
な
わ
れ
、
祭
典
も

絶
好
の
高
ま
り
の
中
、
全
て
の

祭
儀
が
終
了
致
し
ま
し
た
。

続
い
て
会
場
を
本
局
近
く
の

「

レ
ス
ト
ラ
ン
ひ
ら
ま
つ
レ
ゼ
ル

ヴ
」
に
移
し
、
奉
祝
記
念
祝
賀

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

始
め
に
菊
地
元
宏
責
任
役
員
よ

り
開
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
若

森
正
道
実
行
委
員
長
よ
り
、
記

念
事
業

へ
の
御
協
力
の
御
礼
の

挨
拶
が
有
り
、
管
長
と
し
て
、

御
奉
賛
の
御
礼
と

「直
筆
色
紙
」

と

「言
の
葉
集
日
め
く
リ
カ
レ

ン
ダ
ー
」
の
紹
介
を
兼
ね
た
挨

拶
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
御
来
賓
の
旧
高
松
宮

付
宮
務
官
佐
藤
進
様
よ
り
御
祝

辞
を
賜
り
、
高
松
宮
様
家
と
神

道
大
教
と
の
長
年
の
関
わ
り
に開扉 の儀

｀
ヽ_ノ
′

つ
い
て
、
か
た
じ
け
な
く
も
有

り
難
い
お
話
を
頂
戴
致
し
ま
し

た
。
乾
杯
の
発
声
が
岡
本
忠
宣

責
任
役
員
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、

開
宴
と
な
り
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
楽
し
い
ひ
と
時
も
刻

々
と
過
ぎ
、
お
開
き
の
言
葉
を

齋
藤
均
実
行
副
委
員
長
よ
り
述

べ
、
続
い
て
、
長
元
祥
泰
総
監

の
音
頭
に
よ
っ
て
聖
寿
万
歳
が

力
強
く
行
な
わ
れ
、
令
和
の
重

儀
を
祝
う
全
て
の
行
事
が
納
め

ら
れ
ま
し
た
。

当
日
御
参
拝
戴
け
な
か
っ
た
教

師
信
徒
の
方
々
よ
り
沢
山
の
御

供
物
や
幣
吊
料
の
御
奉
納
を
戴

き
、
更
に
は
、
連
日
準
備
と
奉

仕
に
携
わ
れ
た
祭
員
並
び
に
東

京
婦
人
会
、
青
年
会
の
皆
様
を

始
め
、
教
師
信
徒
有
志
の
多
く献供 の儀

の
皆
様
方
の
赤
心
に
よ
る
真
心

の
籠

っ
た
御
奉
仕
に
よ
り
、
奉

祝
記
念
大
祭
を
盛
大
に
斎
行
さ

せ
て
戴
く
事
が
出
来
ま
し
た
事

を
衷
心
よ
り
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

工
藤
隆
三
　
札
幌
八
幡
宮
菊
池

重
敏
　
廣
瀬
恵
子
　
村
木
牧
子

博
法
谷
智
敬

【山
形
県
】
出
雲

太
神
社
菊
地
元
宏
　
菊
地
康
倫

【茨
城
県
】
大
熊
満

【群
馬
県

】
大
神
祖
神
社
森
田
欣
次

【埼

玉
県
】
木
曽
御
嶽
川
越
大
教
会

伊
藤
み
代
　
天
神
大
教
会
冨
田

信
太
郎
　
深
田
神
社
深
田
佳
聖

和
田
直
樹
　
岩
上
直
樹
　
大
谷

忠
平

・
雅
楽
天
神
会

【千
葉
県
】

大
和
八
幡
神
社
橋
村
美
樹
　
浦

安
の
舞
同
好
会
　
天
明
道
心
小

教
会
宮
崎
日
出
男
　
菅
野

一
男

沖
田
基
次
　
三
浦
知
子
　
田
代

玲
子
　
古
宮
茂
雄
　
山
田
道
子

齊
藤
均
　
石
平
久
代
　
横
山
照

美
　
前
川
征
男

【東
京
都
】
石

大
神
宮

。
飯
井
宮
再
興
祭
祀
天

興
大
教
会
小
林
宗
朝
　
天
興
大

教
会
奉
賛
会

一
同
　
白
ヽ
神
社

品
川
幸
子
　
栄
珠
稲
荷
神
社
永

井
栄
子
　
森
田
瑞
穂
　
良
和
神

社
宮
内
康
　
佐
藤
進
　
馬
場
い

さ
　
伊
藤
由
香
　
大
関
清
美

永
澤
穣

【神
奈
川
県
】
緩
級
司

大
岩
登
根
　
松
野
昭
男

【新
潟

県
】
諸
橋
美
穂

【愛
知
県
】
八

幡
天
水
宮
遠
藤
貴
子
　
伊
木
宏

行

【岐
阜
県
】
岐
阜
県
教
師
会

』県
中
神
社
若
森
正
仁
　
所
宗
司

梶
原
敏
雄

。
千
代
栄
　
若
森
真

澄
　
林
真
太
郎
　
北
川
め
ぐ
み

小
川
晴
人
　
］県
中
神
社
教
師
会

導
徳
中
教
会
古
市
文
江
　
古
市

享
　
小
川
千
代
子
　
水
都
神
社

林
千
津

【京
都
府
】
堤
龍

一
郎

【奈
良
県
】
岡
本
忠
宣

【福
岡

県
】
扇
森
稲
荷
神
社
長
元
祥
泰

【宮
崎
県
】
高
天
原
神
社
金
丸

タ
カ
子
　
藤
本
陽
子

【鹿
児
島

県
】

高
田
頼
子

【祭
員
奉
仕
者

・
敬
称
略
】

斎
主

・
菊
池
重
敏
管
長

副
斎
主

。
長
元
祥
泰
祀
典
長

典
儀

・
森
田
欣
次

祭
員

・
堤
龍

一
郎
、
和
田
直
樹
、

冨
田
信
太
郎
、
大
熊
満
、
菊
地

康
倫
、
小
林
宗
朝
、
若
森
治
彦
、

金
田
英
仙
郎
、
諸
橋
美
穂
、
岩

上
直
樹

浦
安
の
舞

。
橋
村
美
樹

・
林
日

奈
子
楽
師

。
雅
楽
天
神
会

総
合
司
会

。
若
森
正
道

大祓詞・四大信條奉唱 幣 吊供進 の儀



令和 2年 1月 1日 神 道 の 友 正 月 号 (8)

宮
崎
日
出
男
、
齋
藤
均
、
冨
田

信
太
郎
、
小
泉
輝
人
、
鈴
木

一

男
、
平
野
希
久
代
、
工
藤
隆
三
、

工
藤
賀
子
、
工
藤
超
子
、
工
藤

一
美
、
福
谷
比
砂
、
原
田
貴
史
、

吉
田
仁
六
、
伊
佐
地
誠
嗣
、
寺

田
陸
弘
、
永
澤
穣
、
堤
龍

一
郎
、

菊
地
康
倫
、
若
森
真
澄
、
林
日

奈
子
、
諸
橋
美
穂
、
千
葉
佳
彦
。

令
和
元
年
十

一
月
二
十

一
日
ま

で
に
百
七
十
四
名
、
約
壱
千
高

円
の
奉
賛
金
を
承
り
ま
し
た
。

本
教

へ
の
不
断
の
御
支
援
を
賜

り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

※
令
和
元
年
号
の
奉
賛
者
の
御
名
前
が

間
違

っ
て
い
ま
し
た
の
で
以
下
の
通
り

に
訂
正
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

誤
　
島
田
佳
子
さ
ん

正
　
島
田
佳
代
子
さ
ん

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

感謝状を受ける宮崎日出男先生

大主礼の称号を授与される冨田信太郎先生 祭大念「巳一〓ロ 参列者

権
中
教
正
　
大
熊
満
、
菊
地
康

倫
、
橋
村
美
樹
、
少
教
正
　
白

川
貴
朗
、
福
田
春
光
　
権
少
教

正
　
福
冨
信
男
、
山
田
綾
乃
、

中
村
明
義
、　
大
講
義
　
若
森

祀
子
、
若
森
秀
子
、
工
藤
超
千
、

権
大
講
義
　
永
井
栄
子
、
成
井

勇
吉
、
森
田
瑞
穂
、
今
泉
淳
子
、

所
宗
司
、
古
市
文
江
、
中
講
義

柿
添
政
可
、
池
田
美
恵
子
、
遠

藤
貴
子
、
若
森
真
澄
、
権
中
講

義
　
福
谷
比
砂
、
冨
田
茂
雄
、

永
山
和
洋
、
森
本
英
明
、
山
崎

真
理
、
長
元
恵
美
子
、
少
講
義

成
井
康
雄
、
大
念
寺
剛
、
千
葉

佳
彦
、
鈴
木
啓
司
、
原
田
貴
史
、

赤
堀
睦
雄
、
諸
橋
美
穂
、
訓
導

三
井
雅
之
、
藤
森
遼
、
折
井
正

朋
、
飯
田
容
子
、
小
泉
輝
人
、

黒
田
茂
賞
、
寺
田
勢
鶴
子
、
林

日
奈
子
以
上
　
全
四
十
二
名

昇級辞令を受ける菊地康倫先生

．一●
●

●

●

一
　

　

一
―

一　

一
●
■
一

餅 ま き 真打の春風亭柏枝師匠の巧妙な話芸を披露

岡本責任役員の乾杯の発声  御来賓佐藤進様の祝辞 若森実行委員長挨拶祝宴に臨む参加者
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(9)正 月 号 神 道 の 友 令和 2年 1月 1日

ヽ_ン

新
年
を
迎
え
て

神
道
大
教
院

総
監

・
譴
典
長

長
元
祥
泰

先
ず
皇
紀
二
六
八
〇
年
、
令
和

二
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
聖
寿

の
万
歳
と
御
皇
室
の
安
泰
を
御

祈
念
申
し
上
げ
、
全
国
教
会

・

神
社
の
先
生
方
、
崇
敬
者
皆
様

方
の
弥
栄
を
御
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

平
素
よ
り
神
道
大
教

・
神
道
大

教
院
の
神
事

。
諸
事
に
は
格
別

の
御
高
配

・
御
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

天
皇
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は

令
和
元
年
五
月

一
日
、
御
即
位

遊
ば
さ
れ
、
十

一
月
十
四
日
に

は

「大
嘗
祭
」
を
斎
行
し
、
天

照
大
御
神
と
同
殿
共
床
な
さ
い

ま
し
た
。

誠
に
慶
賀
の
極
み
に
存
じ
上
げ

ま
す
。

神
道
大
教
に
お
き
ま
し
て
は
、

昨
年
よ
り

「大
嘗
祭
奉
祝
記
念

行
事
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
若
森
責
任
役
員
に
実
行
委

員
長
、
齊
藤
均
大
会
議
議
員
に

実
行
副
委
員
長
に
就
任
戴
き
、

準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

皆
様
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

た
奉
賛
金
も
、
お
陰
を
も
ち
ま

し
て
予
定
額
の

一
千
万
円
を
超

え
、
御
本
殿
の
改
修
や
弥
栄
殿

の
補
修
も
年
内
に
は
完
成
致
し

ま
す
。

皆
様
方
の
御
厚
情
に
衷
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
十
月
に
は
大
嘗
祭
に
先
立

ち
、
菊
池
管
長
を
は
じ
め
責
任

役
員
に
て
伊
勢
の
神
宮
に
て
外

宮

。
内
宮
の
順
に
て
御
垣
内
参

拝
を
行
い
ま
し
た
。

二
十

一
日
の
秋
季
大
祭
よ
り
奉

祝
の
記
帳
も
始
め
さ
せ
て
戴
き
、

宮
内
庁

へ
お
届
け
致
し
ま
し
た
。

そ
し
て
十

一
月
二
十

一
日
に
は

旧
高
松
宮
付
宮
務
官
の
佐
藤
進

氏
に
御
来
賓
と
し
て
御
参
列
戴

き

「大
嘗
祭
奉
祝
記
念
大
祭
」

を
菊
池
管
長
以
下
十
三
名
の
祭

員
と
二
名
の
巫
女
舞
に
よ
り
斎

行
致
し
ま
し
た
。

こ
の
記
念
大
祭
で
は
平
成
の
御

代
替
り
に
な
ら
い
有
栖
川
宮
職

仁
殿
下
の

「令
旨
」
を
管
長
先

生
が
奉
読
し

一
同
で
応
答
致
し

ま
し
た
。

国
歌
斉
唱
の
後

「天
明
道
心
教

会
」
の
教
会
長
宮
崎
日
出
男
先

生
に
高
額
の
御
寄
付
と
長
年
の

功
績
に
対
し
感
謝
状
の
授
与
を

行
い
、
小
生
と
堤

・
冨
田

。
大

熊
各
典
礼
の
四
名
に
対
し

「大

主
礼
」
の
称
号
を
賜
り
ま
し
た
。

ま
た
今
回
の
大
嘗
祭
に
あ
た
り
、

四
十
二
名
の
方
が
記
念
昇
級
な

さ
り
、
代
表
と
し
て
出
雲
太
神

社
禰
宜
の
菊
地
康
倫
先
生
に
、

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
の
大
祭
以
上
の
厳
粛
な
祭

典
と
な
り
、
祀
典
長
と
し
て
大

変
感
動
致
し
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
、
神
賑
行
事
と
し

て
霊
殿
に
て
真
打
の

「八
代
目

春
風
亭
柏
枝
」
師
匠
に
奉
納
落

語
を
行

っ
て
戴
き
、
岐
阜
県
鎮

座
の
］県
中
神
社
よ
り
奉
納
戴
い

た
御
餅
に
て

「餅
ま
き
」
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
後
場
所
を

「
レ
ス
ト
ラ
ン

ひ
ら
ま
つ
レ
ゼ
ル
ヴ
」
に
移
し
、

盛
大
に
直
会
を
行
う
事
が
出
来

ま
し
た
。

平
成
か
ら
令
和

へ
と
変
わ
っ
た

昨
年
は
、
改
め
て

「日
本
人
で

良
か
っ
た
。
日
本
に
生
ま
れ
育

っ
て
良
か
っ
た
。
」
と
実
感
す

る
事
が
出
来
た

一
年
で
し
た
。

本
年
は
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

の

「立
皇
嗣
の
礼
」
が
行
わ
れ

ま
す
。

未
来
永
劫
皇
室
を
中
心
と
し
た

素
晴
ら
し
い
国

「日
本
」
が
隆

昌
し
、
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て

幸
多
き

一
年
と
な
り
ま
す
様
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

大教院の小町娘齊藤実行副委員長 閉会の辞力の籠った聖寿万歳

Ｌ
．
肇
、

・・
一
，



令和 2年 1月 1日 神 道 の 友 正 月 号 (10)

死
子
の
な
ん

『嬌墾
ヒ
煮そど
く

素
読
と
は

素
読
と
は
、
意
味
や
内
容
の
理

解
は
さ
て
お
き
、
優
れ
た
文
章

と
く
に
古
典
の
多
く
を
、
声
を

出
し
て
、
何
度
も
何
度
も
繰
り

返
し
て
読
む
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
輪
読
し
ま
す
。

そ
こ
で
文
章
の
中
に
隠
さ
れ
て

い
る
真
意
を
頭
に
、
心
の
底
に
、

脳
裏
に
し
み
こ
ま
せ
て
記
憶
し
、

理
解
し
て
ゆ
く
た
め
の
方
法
で

あ
り
ま
す
。

と
く
に
皇
帝
や
将
軍
、
武
将
教

育
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
寺
子

屋
教
育
、
藩
校
や
塾
教
育
で
は
、

成
人
や
大
人
と
な
る
た
め
の
人

づ
く
り
、
道
徳
教
育
の
適
切
な

方
法
の

一
つ
と
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

素
読
の

「素
」
は
、
白
色
の
絹
、

飾
り
気
の
な
い
、
生
地
の
ま
ま
、

生
ま
れ
た
ま
ま
、
簡
単
と
か
初

め
、
ま
こ
と
、
な
ど
の
意
味
が

あ
り
ま
す
。

そ
の

「素
」
の
漢
字
が
意
味
す

る
よ
う
に
、
真

っ
白
な
純
粋
な

気
持
ち
で
人
間
力
を
養
う
根
本

的
な
、
根
を
養
う
行
為
が
素
読

と
い
う
方
法
な
の
で
す
。

素
読
の
仕
方

素
読
に
は
決
ま
っ
た
ル
ー
ル
や

難
し
い
規
則
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
と
し
て
、
読
み
方
に
調
子
が

付
く
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
は
人
様
々
で
よ
ろ
し
い
。

読
み
方
の
要
領
さ
え
し
っ
か
り

押
さ
え
て
読
み
上
げ
れ
ば
、
着

実
に
効
果
が
上
が
り
ま
す
。

①
　
準
備

…

単
座
か
着
座
を
す
る
。

②
　
自
然
体
で
姿
勢
を
正
す
。

③
　
お
腹
の
底
か
ら
声
を
出
す

よ
う
に
し
て
読
む
。

④
　
始
め
は
意
味
を
理
解
し
よ

う
と
考
え
な
い
。

⑤
　
何
度
も
繰
り
返
し
て
読
む
。

⑥
　
詩
の
よ
う
に
習
慣
化
さ
せ

る

こ

と

。

「読
書
百
遍
ｃ
意
自
ず
か
ら
通

ず
」
と
云
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
論
語
に
も

「学
び
て
　
時

に
之
を
習
う
」
と
あ
り

「ま
た

説
ば
し
か
ら
ず
や
」
と
続
き
ま

す
。
素
読
ス
ピ
ー
ド
は
自
然
体
に
無

理
の
な
い
よ
う
に
進
め
る
こ
と
。

ま
た
、
声
を
出
し
て
読
む

「音

読
」
と
同
時
に
、
眼
を
使

っ
て

読
む

「黙
読
」
自
分
以
外
の
人

達
の
声
を
耳
で
聞
い
た
り
、
皮

）

膚
感
覚
で
聴
く

「感
読
」
が
あ

り
ま
す
。
人
間
は
全
て
の
五
感

を
同
時
に
使

っ
て
身
体
全
体
に

染
み
入
る
読
み
方
、　
つ
ま
り

「

体
読
」
す
る
こ
と
が
理
想
的
な

か
た
ち
と
言
え
ま
す
。

多
く
を
覚
え
る
よ
り
も
、
確
実

に
覚
え
ま
し
ょ
う
。

ノヽ~フ

ロ

の
テ
ー
マ
は

「孝
」

に

つ
い
て
で
す
。

「孝
」
其
ノ
一
（學
而
第

一
）

孔
子
曰
く
、
弟
子
入
り
て
は
則

ち
孝
、
出
で
て
は
則
ち
弟
、

み
て
信
。

謹 [

汎
く
衆
を
愛
し
て
仁
に
親
し
み
、

行
い
て
餘
力
あ
ら
ば
、
則
ち
以

っ
て
文
を
學
べ
。

孔
子
が
言
わ
れ
ま
し
た
。

家
庭
に
於
い
て
は
両
親
に
孝
行

を
尽
く
し
、
社
会
に
出
て
は
目

上
や
先
輩
の
者
に
よ
く
仕
え
、

自
ら
の
行
い
を
謹
ん
で
信
義
を

重
ん
じ
、
そ
の
言
葉
に
気
を
つ

け
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
嘘
を
言
わ
な
い
よ
う
に

し
て
、
広
く
人
を
愛
し
、
周
囲

に
は
愛
情
を
も
っ
て
接
す
る
こ

と
を
心
が
け
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
仁
徳
の
あ
る
人
物
に

は
自
分
か
ら
求
め
て
親
し
む
よ

う
に
す
る
こ
と
ｃ
そ
の
よ
う
に

人
と
し
て
の
務
め
を
し

っ
か
り

と
行

っ
て
、
更
に
余
力
が
あ
る

な
ら
ば
、
先
人
や
先
賢
者
が
書

か
れ
た
書
物
を
読
ん
で
、
自
ら

の
教
養
を
高
め
て
お
く
こ
と
で

す
。
「孝
」
其
ノ
一
　

（學
而
第
　
）

有
子
曰
く
、
君
子
は
本
を
務
む
。

本
立
ち
て
道
生
ず
。

孝
弟
な
る
者
は
、

其
れ
仁
を
為
す
の
本
か
。

弟
子
の
有
先
生
が
言
わ
れ
ま
し

た
。
仁
徳
の
あ
る
人
物
は
物
事
の
根

本
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
そ
の

根
本
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、

道
は
自
然
に
開
け
る
も
の
で
あ

っ
て
無
理
が
無
い
。
誠
に
親
孝

行
で
あ
っ
て
、
兄
姉
や
目
上
に

素
直
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

仁
道
を
行
う
上
で
の
根
本
と
す

る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

＊
有
子

（ゆ
う
し
）
＝
孔
子
の

門
人
。
姓
は
有
。
名
は
若
。
孔

子
よ
り
十
三
歳
若
い

こ
の
有
子
に
対
す
る
答
え
と
し

て
孔
子
が

「孝
」
の
原
点
を
説

い
て
い
ま
す
。
　
　
　
・‐
‐

そ
れ
が
　
「子
曰
く
、
巧
言
令

色
鮮
な
し
仁
」

こ
と
さ
ら
に
言
葉
を
飾
り
、
顔

色
を
よ
く
す
る
者
は
、
仁
の
心

が
乏
し
い
も
の
だ
よ
。

や
た
ら
誰
彼
と
な
く
迎
合
し
、

お
世
辞
の
上
手
い
人
物
は
、
仁

愛
も
仁
徳
の
心
も
薄
い
と
心
得

て
お
く
こ
と
で
す
。

「孝
」
其
ノ
三

（里
仁
第
四
）

孔
子
曰
く
、
父
母
の
年
は
知
ら

ぎ
る
べ
か
ら
ぎ
る
な
り
。

一
は
則
ち
以
っ
て
喜
び
、

一
は
則
ち
以
っ
て
燿
れ
る
。

孔
子
が
言
わ
れ
ま
し
た
。

両
親
の
年
齢
が
分
か
ら
な
い
と

云
う
こ
と
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

一
つ
に
は
、
両
親
の
長
寿
を
心

か
ら
喜
び
、　
一
つ
に
は
、
老
い

先
の
短
い
こ
と
を
恐
れ
て

「孝

」
を
尽
く
す
た
め
で
も
あ
り
ま

す
。論

語
指
導
士

井

上

象

英
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大
麟
朧
輝
臨

十
二
月
三
日
、
菊
池
管
長
と
長

元
総
監
が

一
般
公
開
さ
れ
た
大

嘗
宮
を
拝
観
致
し
ま
し
た
。

大
嘗
祭
は
、
稲
作
農
業
を
中
心

と
し
た
我
が
国
の
社
会
に
古
く

か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
収
穫
儀

礼
に
根
ざ
し
た
も
の
で
す
。

天
皇
陛
下
が
御
即
位
の
後
、
初

め
て
大
嘗
宮
に
お
い
て
新
穀
を

皇
祖
及
び
天
神
地
祇
に
御
供
え

に
な
っ
て
、
自
ら
も
お
召
し
上

が
り
に
な
り
、
皇
祖
及
び
天
神

地
祇
に
対
し
安
寧
と
五
穀
豊
穣

な
ど
を
感
謝
遊
ば
さ
れ
る
と
と

も
に
、
国
家

。
国
民
の
た
め
に
、

御
祈
念
遊
ば
さ
れ
る
儀
式
で
す
。

皇
位
継
承
に
伴
う
御

一
世
に

一

度
の
重
要
な
儀
式
で
す
。

大
嘗
祭
の
中
心
的
儀
式
で
あ
る

「大
嘗
宮
の
儀
」
は

「悠
紀
殿

供
僕
の
儀

（ゆ
き
で
ん
き
ょ
う

せ
ん
の
ぎ
）
」
と

「主
基
殿
供

供
の
儀

（す
き
で
ん
き
ょ
う
せ

ん
の
ぎ
）
」
か
ら
成
り
ま
す
。

今
回
、
悠
紀
殿
供
供
の
儀
は
令

和
元
年
十

一
月
十
四
日
夕
方
か

ら
夜
に
か
け
て
行
わ
れ
、
主
基

殿
供
供
の
儀
は
、
そ
の
翌
日
の

十

一
月
十
五
日
の
暁
前
に
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
嘗
宮
を

十

一
月
二
十

一
日
か
ら
十
二
月

八
日
ま
で

一
般
に
公
開
さ
れ
、

十
八
日
間
で
七
八
二
、
〇
八

一

人
の
多
く
の
人
々
が
拝
観
さ
れ

ま
し
た
ｃ

籍
一
一
一
一
一
湾
一
す
響
摯

大書富平面図
(一般参観時には,参観ルート確保のため.一部の建物が撤去されます。)
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華艤率難華輩

お
キ
の
絆
慶
び

蜃
神
大
教
会

教
会
長
冨
田
信
太
郎

〒
二
五
六
―
〇
〇
二
八

ふ
じ
み
野
市
西
原

一
―

一　
‐十
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
九
―
二
六

一
―
二
八
三

一

園
笠
山
八
雲
大
教
会

教
会
長

網

干

裕

仁

〒
六
七
六
―
○
〇
八
二

兵
庫
県
高
砂
市
曽
根
町

一
七

一
八
―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
七
九
―
四
四
八
―

一
二
三
二

函
館
敬
神
大
教
会

教
会
長
工
藤
隆
三

〒
０
四
Ｃ
　
（
）●
七
四

函
館
市
松
川
町
二
十
二
　
十
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
　
・
１
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人
　
四

一
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七
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五

ヽ
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輩
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華
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狡
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計
年
の
お
慶
び
■
し
上
げ
●
す

駒香

形取

神神

社社

司
齊

一藤
　
均

〒
二
七

二
１
０
０
Ｃ

一

千
葉
県
松
戸
市
幸
円
二
―

一
八
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
七
―
三
四

一　
上

二
九

四

（大
会
議
議
員
）

宮
御
嶽
永
野
中
教
会

教会
長

永

澤

忠

彦

副教会長
永

澤

正

義

〒
三
二
八
１
０
二

一
二

鹿
沼
市
下
永
野
八
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
二
八
九
―
八
四
１
〇
三
二
〇

普

明

神

社

苗
場
明
道
会

輸
非
　
繭
子

松
井
饉
（大
鰯

ヽ_ン

井
上

象
英

（神
道
大
教
　
大
会
議
議
員
）

出
雲
六
神
像
観
中
教
ハ
〓

佐

藤

正

美

佐

藤

悦

子

桧

山

　

一　

彦

松

井

貞

己

柴

山

　

　

清

〒
三
二

一
―
〇

一
三
三

宇
都
宮
市
新
富
町
四
―
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ

二
八
―
六
五
三
―
〇
四
六

一

神
道
大
教

〒
二
七
三
―
〇

一
一
三

千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
道
野
辺
中
央

一
―
二
―
十

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
七

（四
四
三
）
○
〇
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
四
七

（四
四
四
）
九
四
〇
三

た

た

ら

神
道
大
教
　
輔
朝
神
社

□□
□□

宮
司
深
田
佳
聖

〒
三
四
九
‐
０

一
四

一

埼

玉
県
蓮

田
市
西
新
宿

二
―
九
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ

四
人
―
七
六
九

―
五
五
五

三

口
ヽ
浙
）“

ｈ

可
ｒ

Ｌ
ｒ
』

福

禍

瞼 栃鰊

財爾藤

贔 鑽

嗽 覺

神
道
大
教

あ
か
つ
き
仙
台
分
教
会

清
光
院
小
教
会

教
会
長
湯

上

弘

通

〒
九
九
九
―

三

一
六

三

山
形
県
上
山
市
軽
井
沢

一
―

一
―
三
六

神
道
大
教

占
　
紳

客

♂
ａ
勝

ホ
掟

一

ヽ

諺
グ
新
年



令和 2年 1月 1日 神 道 の 友 正 月 号 (14)

棒
之
神
摯
議
泄

棒
Ｚ
孝
尋
坊

代
ネ
役
買
締
洛
政
て

責
任
役
月
ホ
泉
輝
人

〒
三
七
Ｃ
Ｉ

三
四

．

群
馬
県
高
崎
市
榛
名
山
町

一
〇
二

東
京
都
仮
橋
区
赤
塚

一
―
十
１
七

金
刀
比
羅
神
社

〒
五
〇

一
―
二
九

一
四

岐
阜
県
関
市
鋳
物
師
屋
三
―
三
―
十
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
五
七
五
―
二
二
―
三
四
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
五
七
五
―
二
二
―
三
四
六
三

八
幡

天
水
宮

〒
四
七
四
　
・
〓
ｉ
ｔ

大
府
市
共
和
町
五
Ｉ
日
六
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
ｒ
五
‘、

一　
四
六
１
〇
九
二

一

〒
円
七
円
　
‥
二
五
六

大
府
市
明
成
珂

一
丁
日

一
二

Ｔ
Ｅ
Ｉ
●
五
Ｌ
二
　
四
六
―
六
二
三
五

令
和
二
年
庚
子
元
旦

お
キ
の
中御
し慶
上び
げ
ま
す

艤議

率
率
議
華
艤
慧
議

宮
司
深

谷

章

男

株
式
会
社

美
術
会
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
青
　
羅
（貸
画
廊
）

代
表
取
締
役
社
長

池
田
美
恵
子

東
京
都
中
央
区
銀
座
三
―

一
〇
―

一
九

美

　

術

　

家
　

会

　

館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
―

三
五

四
二
―
三
四
八

．
０

昨
年
九
月
十
九
日
に

「伊
豆
修

善
寺
あ
さ
ば
」
の
邸
内
社
新
築

移
設
遷
座
祭
を
菊
池
管
長
他
局

員
に
よ
っ
て
斎
行
し
た
。
遷
座

を
記
念
し
て
、
毎
年
九
月
十
九

日
を
例
大
祭
日
と
選
定
し
、
令

管長の開祭の挨拶

和
元
年
九
月
十
九
日
に
初
の
例

大
祭
を
、
菊
池
管
長
、
大
熊
局

員
が
奉
仕
し
、
晴
天
の
青
空
の

広
が
る
中
十
代
目
浅
羽

一
秀
頭

主
を
始
め
大
勢
の
関
係
者
が
参

列
す
る
中
、
厳
粛
裡
に
祭
典
が

行
わ
れ
た
。

今
年
の
台
風
十
九
号
が
過
去
最

大
級
の
勢
力
で
伊
豆
半
島
に
上

陸
し
、
甚
大
な
被
害
が
推
測
さ

れ
て
い
た
が
、
「あ
さ
ば
」
の
頭

主
は
、
被
害
が
な
く
大
神
様
の

御
守
護
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い

た
。

東
京
都
中
央
卸
売
市
場
築
地
の 修祓 の儀

豊
洲
市
場

へ
の
移
転
に
伴
い
、

昨
年
十
月
二
日
船
丸
昌
の
移
転

清
祓
を
菊
池
管
長
斎
主
に
よ
っ

て
斎
行
し
た
。
移
転
日
の
十
月

二
日
を
大
祭
日
と
選
定
し
、
市

場
の
関
係
上
十
月
二
日
に

一
番

近
い
前
日
の
体
業
日
を
大
祭
日

と
し
た
。
今
年
の
大
祭
は
、
菊

池
管
長
が
斎
主
を
務
め
、
大
熊

局
員
が
鳴
動
神
事
の
釜
鳴
を
奉

仕
し
、
社
長
小
川
浩
氏
を
始
め

社
員
が
参
列
す
る
中
、
厳
か
に

祭
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
。

管長 と大熊局員

宮

　

司

杉

本

富

子

||

i

新
年

の
御
慶
び

申
し
上
げ
ま
す

神
道
伊
勢
月
日
布
教
所

大

念

寺

剛

饉
プ
を
与

血

属

〒
四
五
■

・
・　
．
Ｔ

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区

蟄
原
町

一
―
四
三
―
二



令和 2年 1月 1日 神 道 の 友 正 月 号 (15)

、`、_ン
ー

'′

ヽ_ノ

五 令 四
不日
月 元 月
年

六

　

月

十

一
日日日日日日日

一
日

十

一
日

十

二
日

十

四
日

七

月

十

百

十
　
九
日

二
　
十
日

二
十

一
日

十

二
日

十

五

日

十
六
日

二
十

七

日

八
　

月
　
十
　
九

日

二
十

一
日

管

長

の

動

向
　
（対
外
行
事

・
事
務
局
）

二
十

二
日
　
責
任
役
員
会

践
詐
改
元
奉
告
祭
斎
行

教
師
研
修
会

（第

一
回
）
三
日
間

（神
道
大
教
院
）

教
派
神
道
連
合
会
理
事
会
出
席

（國
學
院
大
學
）

第

四
回
大
嘗
祭
奉
祝
記
念
行
事
実
行
委
員
会
開
催

責
任
役
員
会

月
次
祭
斎
行

会
計
会
議

（神
道
大
教
）

近
畿
教
師
会
親
睦
旅
行
参
加

（
琵
琶
湖
）

二
日
間

管
長
教
場
訪
間

・
奈
良
県
う
づ
め
大
教
会

教
派
神
道
連
合
会
理
事
会
出
席

（
國
學
院
大
學
）

神
道
講
座
出
席

（國
學
院
大
學
）

二
日
間

（彬
子
女
王
殿
下
昼
食
会
出
席
　
國
學
院
大
學
）

九
州
教
区
研
修
会

（扇
森
稲
荷
神
社
）
三
日
間

月
次
祭

・
夏
越
大
祓
斎
行

土員
仔
」待
い臼貝
ム
本

東
京
都
教
派
神
道
連
合
会
理
事
会
出
席

（渋
谷
東
急
本
店
）

教
派
神
道
連
合
会
理
事
会
出
席

（國
學
院
大
學
）

第
四
回
神
道
大
教
院
祭
式
委
員
会
開
催

会
計
監
査
会

（神
道
大
教
）

月
次
祭

。
中
元
霊
祭
斎
行

第

一
回
神
道
大
教
建
設
委
員
会
開
催

第

四
十

二
回
神
道
大
教
院
総
代
会
開
催

第

二
十
期
第
二
回
大
会
議
開
催

第
五
回
大
嘗
祭
奉
祝
記
念
行
事
実
行
委
員
会
開
催

嘱
託
者
と
懇
親
会
開
催

月
次
祭

二
十

二
日
～

二
十
八
日
　
神
道
學
院
夏
季
研
修
会
開
催

二
十
九
日
　
責
任
役
員
会

七
日
　
南
竿
町
会
秋
祭
り
開
催

（神
道
大
教
院
境
内
）

十
　
三
日
　
教
派
神
道
連
合
会
理
事
会
出
席

（
國
學
院
大
學
）

十
　
九
日
　
「伊
豆
修
善
寺
あ
さ
ば
」
邸
内
社
大
祭
斎
行

二
十

一
日
　
月
次
祭

・
秋
分
霊
祭
斎
行

二
十
五
日
～
二
十
七
日
　
第

一
回
松
戸
教
師
研
修
会
開
催

（千
葉
県
松
戸
市
）

七
日
～
九
日
　
神
宮
参
拝

・
」県
中
神
社
大
祭
参
拝

・

移
動
責
任
役
員
会
開
催

（岐
阜
市
員
中
神
社
）

十

　

一
日
　
教
派
神
道
連
合
会
理
事
会
出
席

（神
道
大
教
）

い
の
ち

の
重
さ
を
考
え
る
‐１
．公
開
講
演
会

（教
派
神
道
連
合
会
主
催

。
大
教
院
会
場
）

十
　
七
日
　
東
京
都
宗
教
連
盟
理
事
会

十
　
八
日
　
有
栖
川
宮

。
高
松
宮
展
墓

（豊
島
岡
墓
地
）

二
十

一
日
　
秋
季
例
大
祭
斎
行

二
十
七
日
　
「い
丸
昌
」
豊
洲
市
場
店
大
祭
斎
行

十

　

一
日
　
教
派
神
道
連
合
会
理
事
会
出
席

（國
學
院
大
學
）

二
　
十
日
　
東
京
都
教
派
神
道
連
合
会
理
事
会
出
席

（神
道
大
教
当
番
幹
事
）

二
十

一
日
　
大
嘗
祭
奉
祝
記
念
大
祭
斎
行

三
日
　
大
嘗
宮
拝
観

（管
長

・
総
監
）

十
　
　
日
　
高
松
宮
両
殿
下
御
墓
所
清
掃
奉
仕

（豊
島
岡
墓
所
）

十
　
三
日
　
教
派
神
道
連
合
会
理
事
会
出
席

（國
學
院
大
學
）

十
　
八
日
　
高
松
宮
喜
久
子
妃
殿
下
御
命
日
祭
参
列
（豊
島
岡
墓
所
）

二
十

一
日
　
月
次
祭

・
年
越
大
祓
斎
行

三
十

一
日
　
除
夜
祭
斎
行

十 三 一十 七 六 五 四

十
日 日 日 日

九

　
月

十

　
月

十

一
月

十

二
月



令和 2年 1月 1日 神 道 の 友 正 月 号 (16)

大
嘗
祭
奉
祝
記
念
事
業
御
奉
賛
者
記
念
品

ず
い
　
　
　
　
し
ん
　
　
　
　
　
て
ん

随

神

添

人

（　
神
に
合
わ
せ
人
に
添
う
　
）

神
様
の
御
心
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
努
め
、
人
に
は
好
き
嫌
い
を
し

な
い
で
、
ま
ず
は
、
静
か
に
相
手
に
添
う
よ
う
に
し
て
行
く
こ
と

で
、
相
手
の
良
さ
も
分
か
っ
て
く
る
。

大
嘗
祭
奉
祝
記
念
事
業
に
御
奉
賛
戴
き
ま
し
た
真
心
に
感
謝
申
し

上
げ
、　
一
枚

一
枚
心
を
込
め
て
色
紙
に
書
か
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

神
道
大
教
第
十
三
代
管
長

　

菊

池

重

敏

神
道
大
教

菊
池
管
長
の
言

の
葉
集

一
ミ
リ
前
進

（そ
の
一
。
そ
の
二
）

菊
池
管
長
の
愛
情
、
優
し
さ
、
思
い
や
り
の
一
杯
詰
ま
っ
た
日
め

く
リ
カ
レ
ン
ダ
ー
。
（六
十
二
の
お
話
、
一
ヶ
月
分
を
収
録
）

本
局
で
お
買
い
求
め
出
来
ま
す

（
一
冊
税
尋
．
一
、
五
〇
〇
円
）

一

じ

ん
色
奮
の
そ
の中
いは

１
沖
導
ガ
雇
ろ

一̈洋
摯
・
』

ふ
含
は
キ
Ｌ
イ
い

す

れ
っ
■
じ
ヽ

轟
き
ろ
ん
だ
ヽ

革
〓
ｉ
躊
難幸）

菊
池
チ
捩

有
栖
川
宮

・

高
松
宮
展
墓

旧
高
松
宮
付
宮
務
官
の
佐
藤
進

様
の
御
協
力
を
戴
き
、
第
八
代

品
田
管
長
以
来
、
毎
年
秋
季
大

祭
斎
行
の
御
報
告
と
し
て
、
有

栖
川
宮

。
高
松
宮
展
墓
を
行
っ

て
い
ま
す
。

神
道
大
教
独
自

の
行
事
と
し
て

行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
教

派
神
道
連
合
会

の
各
管
長

・
教

主
様
か
ら
参
拝
を
御
希
望
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

写真左から扶桑教教師宮本匡様、旧高松宮

付宮務官佐藤進様、扶桑教管長宍野史生様、

神習教教主芳村正徳様、神道大教菊池重敏

管長、出雲大社教東京分祠長千家活彦様、

本局永澤穣、扶桑教教師岩本美和様
高松宮宣仁親王 。同妃殿下御墓所

有栖川宮職仁親王御墓所

鶴

・参

れ
獲 瞥

―  沖
ミ 葡静
ヽ  ,L―r
`ヵ
  ツし「ス
リ タを
"

鯰珀
^


